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5 清水　龍男 横浜市心身障害児者を守る会連盟　代表幹事 ○
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歯科口腔保健推進検討部会設置要綱 

制定 令和元年７月 29 日健保事第 1204 号（局長決裁） 

最近改正 令和５年３月 24 日 健保事第 3956 号(局長決裁) 

（目的） 

第１条 この要綱は、歯科口腔保健の推進に関して専門的見地から検討するため、横浜市歯

科口腔保健の推進に関する条例（以下「条例」という。）第 11 条及び健康横浜２１推進

会議運営要綱（以下「要綱」という。）第７条第１項に基づき設置する「歯科口腔保健

推進検討部会」（以下「検討部会」という。）の運営に関し必要な事項について定めるも

のとする。 

（検討事項） 

第２条 検討部会は、次の事項について検討を行うものとする。 

（１）歯科口腔保健の推進に関する事項

（２）その他必要な事項

（構成） 

第３条 検討部会は、要綱第７条第２項に基づき、健康横浜２１推進会議（以下「推進会議」

という。）の委員及び要綱第４条に基づき市長が任命した臨時委員のうちから推進会議

の会長が指名する者をもって組織する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年以内とする。ただし、委員に欠員が生じた時の補欠委員の任期は

前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

（部会長等） 

第５条 検討部会に部会長及び副部会長を置く。 

２ 部会長は、委員の互選によりこれを定める。副部会長は、委員の中から部会長が指名

する。 

３ 部会長は、検討部会を代表し、会務を掌理する。 

４ 副部会長は、部会長が欠けたとき、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条  検討部会の会議は、部会長が招集する。ただし、委員任命後、部会長選出前の検討

部会の会議は、推進会議の会長が招集する。  

２ 部会長は、検討部会の会議の議長とする。  

３ 検討部会は、委員の過半数の出席により開催する。  

資料２
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４ 検討部会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の場合は、検討部

会の部会長の決するところによる。  

５ 検討部会を欠席する予定の委員は、第２条に関する意見を書面により事前に提出する

ことができる。  

（会議の公開） 

第７条  横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平成１２年２月横浜市条例第１号）  

第 31 条の規定により、検討部会の会議については、一般に公開するものとする。ただし、

委員の承諾があれば、会議の一部又は全部を非公開とすることができる。  

（意見の聴取等） 

第８条 部会長は、検討部会の運営上必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、そ  

の意見又は説明を聴くほか、資料の提出その他必要な協力を求めることができる。  

（推進会議への報告） 

第９条 検討部会は、会議内容を推進会議へ報告するものとする。  

（守秘義務） 

第 10 条 委員及び関係者は、検討部会の運営上知りえた秘密を厳守するとともに、これを

他に利用してはならない。  

（庶務） 

第 11 条 検討部会の庶務は、健康福祉局健康推進課において処理する。  

（委任） 

第 12 条 この要綱に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、部会長が検討

会の会議に諮って定める。 

附 則  

（施行期日） 

この要綱は、令和元年７月 29 日から施行する。  

附 則  

（施行期日） 

この要綱は令和５年４月１日から施行する。  
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第３期健康横浜２１の中間成果
「歯周炎の予防と改善」に関する
取組と成果の論理構造について

資料3-1
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第３期健康横浜２１の評価スケジュール

第３期健康横浜２１

開始
第４期健康横浜２１

開始

・評価策定検討部会の設置
・「健康に関する市民意識調査」の実施
・成果指標（直接・中間・最終）の収集

・ロジックモデルを使用
しながら、評価を実施
・計画前半の課題整理
し、 計画後半の取組を
強化する

ロジックモデル
を使用し、評価
を実施

評価や健康日本
２１の動きを踏
まえて、
次期計画を策定

・アウトプット/アクティビティ
指標を毎年５～６月頃に収集
・取組ごとの進捗を捉えていく

1年目

R6(２０２４)

策定時値の

把握

５年目

R１０(２０２8)

6年目

R１1(２０２9)

10年目

R１5(２０33)

11年目

R１6(２０34)

12年目

R１7(２０35)

中間評価
に向けた

データ収集

中間評価 最終評価
に向けた

データ収集

最終評価 第４期
計画策定

・評価策定検討部会の設置
・「健康に関する市民意識調査」の実施
・成果指標（直接・中間・最終）の収集

R１８(２０3６)２年目 ３年目 ４年目

・アウトプット/アクティビティ
指標を毎年５～６月頃に収集
・取組ごとの進捗を捉えていく

７年目 ８年目 ９年目

終了年度

第３期計画は、令和６年度（2024年度）から
令和17年度（2035年度）までの12年間を計
画期間としたものですが、効果的に取組を進め
るため、令和11年度（2029年度）に中間評価
を行い、計画の進捗状況を確認し、把握された
課題を踏まえ計画後半の取組を強化します。

計画最終年度の前年度である令和16年度
（2034年度）には計画の最終評価を行い、次
期計画の策定に生かします。

なお、計画の中間評価、最終評価及び次期計
画策定等に当たっては、健康横浜２１推進会議
の下部組織として評価及び策定を専門に担う
検討部会を設置し、検討を進めます。

＜指標と評価の時期や考え方＞

アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果（アウトカム）指標 最終成果（アウトカム）指標

行政の取組ごとに最も代表的な指標を設定
※取組は変化するため、随時変更

市民の行動目標や環境づくりの
目標ごとに設定

10の「主要な健康課題」
ごとに設定

健康寿命の延伸の数値目標
を設定

目標値の設定
R14最終評価時の目標値を

算出済
R14最終評価時の目標を

「方向」のみで設定済
R14最終評価時の目標値を

算出済

計画本文への記載 「第３・４章」に記載

確認の視点
市民の行動目標や環境づくりの目標を達成する上でふ

さわしいアクティビティとなっているかを確認
指標の変化を確認 改善状況を確認 健康寿命そのものを確認

データ収集時期 毎年、５～６月

評価時期 ー

確
認
・
評
価

R10中間評価前・R15最終評価前

R11中間評価・R16最終評価

「第８章」に記載

目
標
値

設定方法

設定なし
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健康寿命の延伸

【最終成果（アウトカム）

指標】

健康寿命（健康上の問題で

日常生活が制限されること

なく生活できる期間の平

均）の増加

＜補完的指標＞

・平均寿命の増加分を上回

る健康寿命の増加

・自分が健康であると自覚

している期間の平均の増加

・日常生活動作が自立して

いる期間の平均（介護保険

データによる平均自立期

間）の増加

10の主要な健康課題（中間目標）と健康寿命の延伸（最終目標）

【中間成果（アウトカム）指標】

心血管疾患、がん、糖尿病、慢性の呼吸

器系疾患に関する若年（30～69歳）年

齢調整死亡率の減少

※主要な健康課題 【２～６】 の
改善に資する

取組
目標（ア
ウトカ
ム）

アウトプット/
アクティビティ

指標

直接成果
（アウトカム）

指標

イン
プッ
ト

取組
目標（ア
ウトカ
ム）

アウトプット/
アクティビティ

指標

直接成果
（アウトカム）

指標

イン
プッ
ト

取組
目標（ア
ウトカ
ム）

アウトプット/
アクティビティ

指標

直接成果
（アウトカム）

指標

イン
プッ
ト

取組
目標（ア
ウトカ
ム）

アウトプット/
アクティビティ

指標

直接成果
（アウトカム）

指標

イン
プッ
ト

取組
目標（ア
ウトカ
ム）

アウトプット/
アクティビティ

指標

直接成果
（アウトカム）

指標

イン
プッ
ト

取組
目標（ア
ウトカ
ム）

アウトプット/
アクティビティ

指標

直接成果
（アウトカム）

指標

イン
プッ
ト

取組
目標（ア
ウトカ
ム）

アウトプット/
アクティビティ

指標

直接成果
（アウトカム）

指標

イン
プッ
ト

取組
目標（ア
ウトカ
ム）

アウトプット/
アクティビティ

指標

直接成果
（アウトカム）

指標

イン
プッ
ト

取組
目標（ア
ウトカ
ム）

アツトプット/
アクティビティ

指標

直接成果
（アウトカム）

指標

イン
プッ
ト

中間目標ごとに
ロジックモデルを作成

中間目標↓ 中間目標↓ 最終目標↓
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第３期健康横浜２１全体のロジックモデル（体系図）

10の主要な

健康課題を

選定している
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取組 目標（アウトカム）アウトプット指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果（アウトカム）指標インプット

取組を行うた
めに使う資源
（ヒト・モノ・カ

ネ）

■第３期健康横
浜２１ 計画本
文には記載なし

健康課題に対する中間成果
（アウトカム）指標

■第３期健康横浜２１ 計画本文（第８章
P.177）に明記

※ R11の中間評価時に評価を実施し、
計画後半の方向性を検討する

※主要な健康課題の10項目を改善す
ることで、健康寿命の延伸を目指す

取
組
テ
ー
マ

行動目標を達成する
ための取組

■第３期健康横浜２１
計画本文(第３章・第４
章P.56～117）に明記

取組を実施した結果
（アウトプット）指標

■第３期健康横浜２１ 計画本文には
記載なし

※数多くある取組の中で最も代表的
で確実に数値がとれる指標を選択

※毎年、進捗を確認し、目標を達成
する上でふさわしいアクティビティ
の実施を検討していく

取組テーマ別
市民や行政の行動目標

■第３期健康横浜２１計
画本文(第３章・第４章な

ど）に明記

行動目標に対する成果
（アウトカム）指標

■第３期健康横浜２１
計画本文(第３章・第４
章P.56～117など）に
明記

※ R１１の中間評価時
に評価を実施し、計画
後半の方向性を検討す
る

取組を実施するこ
とでもたらせる
結果（実績）

直接成果が達成する
ことでもたらされる

成果
（市民に生じる便益や

変化）

資源を投資する
ことで行う取組

結果（実績）が積み重な
ることでもたらされる

成果
（市民に生じる便益や

変化）

【解説】 １０（９）の主要な健康課題（中間成果）ごとのロジックモデル

※ 「①生活習慣病の早世の減少」は主要な健康課題②～⑥の改善に資するものになるので、ロジックモデルの作成はなし
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取組 目標（アウトカム）アウトプット指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果（アウトカム）指標インプット

（例）歯周病の予防と改善（中間成果）のロジックモデル（一部）

第３期健康横浜２１
計画本文 P.65

第３期健康横浜２１
計画本文 P.66

第３期健康横浜２１
計画本文 P.177

健康福祉局事業
（第３期健康横浜２１

計画本文には
記載なし）

歯
・口
腔

「口から
食べる」
を維持
する

40歳以上における歯周炎を有する者の

割合の減少

歯周病の予防と改善

（第３期健康横浜２１ 計画本文には記載なし）

50歳以上におけるなんでも噛んで食べることができる割合

むし歯や歯周病予防のため、適切なセルフケアを
する習慣が身につくよう啓発

歯周病予防推進事業 参加人数

学生や働き世代への口腔ケアの重要性等、
各世代に応じた必要な情報の啓発

健康経営歯科出前講座 参加人数

オーラルフレイル予防推進事業
参加人数

オーラルフレイルを知っている人を増やし、
自ら口腔機能の維持向上に取り組めるよう啓発

20歳以上における未処置歯を有する割合歯の喪失や加齢等による口腔状況の
変化に応じて、適切な口腔ケアを行う習慣が

身に付くよう啓発

40歳以上における自分の歯が19歯以上の割合

80歳で20歯以上の自分の歯を有する割合

20～60代の「オーラルフレイル」の言葉を知っている割合
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環境の改善健康に望ましい行動を取りやすくする環境づくり

生活習慣病の予防や重症化予防の取組

歯周病の予防

と改善

40歳以上にお

ける歯周炎を

有する者の割

合の減少

生活習慣の改善に向けた取組 生活習慣の改善・意識や行動の変化

20歳未満と同居する人への禁煙支援
未成年の保護者及び妊婦と

その家族への禁煙啓発実施 延べ回数

受動喫煙による健康被害の啓発 受動喫煙による健康被害に関する事業 実施回数

20歳未満への喫煙防止教育 小・中・高・大学への喫煙防止教育 実施回数 20歳未満と同居する者の喫煙率

20代の喫煙率
タバコの害を学ぶ・吸い始

めない

喫
煙

横浜健康経営認証制度を活用して、健康経営について啓発 健康経営概念の普及等のセミナー開催回数

小規模の事業所も従業員の健康づくりに取り組みやすくなる健康づく
りの情報発信やコンテンツ提供

働き世代向け健康づくり啓発媒体
（睡眠・飲酒・ストレス対処）掲載HPアクセス数

民間企業等と連携した市内事業所向けの健康講座
（運動、食生活、歯科等）の実施

横浜健康経営認証事業における専門職派遣実施総数

横浜健康経営認証新規認証
事業所数（累計）

健康状態の改善を感じてい
る横浜健康経営認証の割合

・健康経営に取り組む事業
所を増やす

・健康経営の取組により従業
員の健康状態が改善した
と感じる事業所を増やす

職
場
の
環
境

づ
く
り

治療継続や重症化予防の生活習慣改善の個別・集団指導
「糖尿病等の重症化予防事業」

個別支援・集団支援の延べ参加者数

正しい知識の普及啓発、妊娠糖尿病や合併症予防啓発 妊娠糖尿病の啓発及び人数

経済面含め様々な状況にある人へ健診・受診勧奨・健康相談実施 「生保受給者等健康支援事業」
健康受診勧奨者数・保健指導数

「糖尿病等の重症化予防事業」集団支援の延べ参加者数慢性疾患を有する人が安全安心に身体活動を行えるよう啓発
HbA1cの名称と意味を知っている人の割合

糖尿病と診断された人の治療継続者
検査結果
に応じた生
活習慣の
改善・早期
受診・治療
継続

糖
尿
病
等

の
疾
患

職場の力を活用した禁煙チャレンジの支援
横浜健康経営認証事業における専門職派遣

「禁煙チャレンジ支援」実施事業所数

禁煙にチャレンジしやすい風土づくり 事業所向け禁煙チャレンジ媒体掲載HP アクセス数

生活に変化のある機会を捉えた周知・情報提供
高校生・大学生・保護者・妊婦と
その家族向けチラシ配布数

喫煙者のうちタバコをいますぐやめ
たい人の割合

20歳以上の喫煙率

禁煙チャレンジ

12歳児でむし歯のない割合
むし歯、歯肉炎の予防やよく噛んで食べる等の啓発、

健全な口腔機能の発達支援
乳幼児歯科健診 受診者数

子どもの生活環境や健康状態、養育者の状況を把握し、
適切に養育ができるよう支援

３歳児でむし歯のない割合
しっかり噛んで
食後は歯みがき

歯
・口
腔

３歳児で４本以上のむし歯のある割合

中学生における歯肉に異常のある割合

50歳以上におけるなんでも噛んで食べることができる割合

むし歯や歯周病予防のため、
適切なセルフケアをする習慣が身につくよう啓発

歯周病予防推進事業 参加人数

学生や働き世代への口腔ケアの重要性等、
各世代に応じた必要な情報の啓発 健康経営歯科出前講座 参加人数

オーラルフレイル予防推進事業 参加人数オーラルフレイルを知っている人を増やし、
自ら口腔機能の維持向上に取り組めるよう啓発

20歳以上における未処置歯を有する割合歯の喪失や加齢等による口腔状況の変化に応じて、
適切な口腔ケアを行う習慣が身に付くよう啓発

40歳以上における自分の歯が19歯以上の割合

80歳で20歯以上の自分の歯を有する割合

20～60代の「オーラルフレイル」の言葉を知っている割合

入手しやすい方法で、歯や口腔の健康に関する情報を啓発 歯周病予防推進事業 参加人数

学生や働き世代への口腔ケアの重要性等、
各世代に応じた必要な情報の啓発

健康経営歯科出前講座 参加人数

歯科疾患と生活習慣病をはじめとした全身疾患との関係性の啓発 「糖尿病等の重症化予防事業」集団支援 参加人数 妊婦歯科健診受診率

20～60代における過去１年間の歯科健診受診率
定期的に
歯のチェッ

ク

歯
科
健
診

歯周病の予防と改善 調整中

「口から
食べる」
を維持
する

Action1
職場での健康づくり

Action1
職場での健康づくり

Action８
糖尿病等の
重症化予防

Action1
職場での健康づくり

Action６
禁煙支援・

受動喫煙防止

Action1
職場での健康づくり

Action９
健康格差を広げない

取組

Action３
青年期からの意識啓発

Action３
青年期からの意識啓発

取組 目標（アウトカム）アウトプット指標 直接成果（アウトカム）指標 中間成果（アウトカム）

指標
インプット
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第３期健康横浜２１の評価に用いる「取組と成果の論理構造」について 

１ 趣旨 

 第３期健康横浜２１の評価において、「実施した取組」と「確認された成果」との連動が

確認できるよう、第３期計画に位置付けられた取組を推進し、直接成果が得られたと仮定

した場合に、改善が見込まれる成果を想定しておく。 

計画原案へ反映するもの以外は、計画推進及び評価のための基礎資料として引き継ぐ。 

２ 各取組領域・取組テーマにおける取組と見込まれる成果との関係（計画原案への反映） 

○直接成果と中間成果の関連を改めて精査し、計画素案 p177 の図の修正案を検討したい。

○「育ち・学びの世代」に対する取組を行い、見込まれる成果としては「1_生活習慣病の

予防を通じた早世の減少」が最も適当と考える取組テーマには、「※_ライフコースアプ

ローチとして、計画期間より先の将来の成果を見込む」も付けることに修正したい。

○計画素案において「1_生活習慣病の予防を通じた早世の減少」は「1_生活習慣病による

早世の減少」と表記していたが、生活習慣の改善による予防を中心にそれを目指すとい

った趣旨が伝わる表現に見直したい。

資料3-2 

取組領域

取組テーマ

栄
養
・
食
生
活

歯
・
口
腔

喫
煙

飲
酒

運
動

休
養
・
こ
こ
ろ

暮
ら
し
の
備
え

健
康
診
査

が
ん
検
診

歯
科
健
診

糖
尿
病
等
の
疾
患

食
環
境
づ
く
り

給
食
施
設
の

栄
養
管
理

受
動
喫
煙

　
防
止
対
策

職
場
に
お
け
る

健
康
づ
く
り

2
男性の肥満や

脂質異常症の改善
● ● ● ● ● ● ● ● ●

3
女性の乳がんの
死亡率の減少

△ △ ● △ ● △ △ △ ●

4 糖尿病の重症化の予防 ● ● ● ● ● ● △ △ △ ● ● ● ● ●

5 喫煙・受動喫煙の減少 △ ● ● ● ● ● ●

※ ※ ※ ※

6 歯周炎の予防と改善 ● ● ● ● ●

7 腰痛症の予防と改善 ● ● ●

8
骨折・転倒により

介護が必要な状態と
なることの減少

● ● ● ● ● ● ●

9
高齢期の不慮の事故
による死亡率の減少

● ●

10
成人期・壮年期の

メンタルヘルスの向上
● ● ● ● ●

（最終成果）健康寿命の延伸

●＝取組が有効というエビデンス（根拠）がある。又は見解が広く一致している。
△＝エビデンスや見解から、取組は有効の可能性はあるが、確立されてはいない。
※＝ライフコースアプローチとして、計画期間より先の将来の成果を見込む。

生活習慣の改善に
向けた取組

生活習慣病の
発症予防や

重症化予防の取組

健康に望ましい行動
を取りやすくする

環境づくり

主要な健康課題
（中間成果）

1

生活習慣病
の予防を
通じた

早世の減少

取組を推進し、直接成果が得られたと仮定した場合に、

改善が見込まれる中間成果

令和５年度第３回　健康横浜２１計画評価および時期計画策定検討部会　資料５
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（４）実施した取組と見込まれる成果との関係（直接成果と中間成果との関係）

計画の評価に際し、実施した取組と確認された成果との連動が確認できるよう、第３期計画

に位置付けられた取組領域・取組テーマにおいて取組を推進し、直接成果が得られたと仮定し

た場合に、どの中間成果の改善が見込まれるのかを想定しています。 

取組と成果との論理構造（ロジックモデル）を整理しておき、取組の効果を考察する際に用

いていきます。 

各取組領域・取組テーマにおける取組と見込まれる成果との関係 

 

 

 

取組領域

取組テーマ

栄
養
・
食
生
活

歯
・
口
腔

喫
煙

飲
酒

運
動

休
養
・
こ
こ
ろ

暮
ら
し
の
備
え

健
康
診
査

が
ん
検
診

歯
科
健
診

糖
尿
病
等
の
疾
患

食
環
境
づ
く
り

給
食
施
設
の

栄
養
管
理

受
動
喫
煙

　
防
止
対
策

職
場
に
お
け
る

健
康
づ
く
り

2
男性の肥満や

脂質異常症の改善
● ● ● ● ● ● ● ● ●

3
女性の乳がんの
死亡率の減少

△ △ ● △ ● △ △ △ ●

4 糖尿病の重症化の予防 ● ● ● ● ● ● △ △ △ ● ● ● ● ●

5 喫煙・受動喫煙の減少 △ ● ● ● ● ● ●

6 歯周炎の予防と改善 ● ● ● ● ●

7 腰痛症の予防と改善 ● ● ●

8
骨折・転倒により
介護が必要な状態と

なることの減少

● ● ● ● ● ● ●

9
高齢期の不慮の事故
による死亡率の減少

● ●

10
成人期・壮年期の

メンタルヘルスの向上
● ● ● ● ●

●＝取組が有効というエビデンス（根拠）がある。又は見解が広く
　　一致している。

△＝エビデンスや見解から、取組は有効の可能性はあるが、
確立されてはいない。

（最終成果）健康寿命の延伸

生活習慣の改善に
向けた取組

生活習慣病の
発症予防や

重症化予防の取組

健康に望ましい行動
を取りやすくする

環境づくり

主要な健康課題
（中間成果）

1
生活習慣病

による
早世の減少

取組を推進し、直接成果が得られたと仮定した場合に、

改善が見込まれる中間成果
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３ 単年度の取組状況のとりまとめの想定 

 関係機関・団体及び行政による取組状況（アウトプット、事業量）は、取組テーマ別及び

市民の行動目標別に、単年度ごとに取りまとめる。 

不足している取組を特定し、取組状況の増加を図っていく。 

４ 中間成果指標ごとの整理（中間評価時・最終評価時）の想定 

 「３ 単年度の取組状況のとりまとめの想定」を踏まえたうえで、中間成果指標ごとに、

取組と見込まれる成果との関係を検討していく。 

 評価時に収集したデータを、その関係図（論理構造、ロジックモデル）に当てはめ、取組

の成果の考察に役立てていく。 

＜中間成果指標「⑤喫煙・受動喫煙の減少」の評価の記載イメージ＞ 

※「Ｓ」「Ａ」「Ｂ」等の評価段階はダミーです。
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令和５年度
健康に関する市民意識調査

歯・口腔に関連する結果の抜粋

資料４
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歯・口腔に関する選択肢が含まれている項目

• 【問８】あなたが健康において、最も気を付けていることは
何ですか。
→選択肢：２．口腔ケア(定期的な歯科受診、セルフケア等)

• 【問14】次にあげる健康づくりに関する情報のうち、あなたが
知りたいと思う情報は何ですか。
→選択肢：２．歯と口の健康

• 【問16】あなたはこれまでに、次の病気と診断されたことがあ
りますか。
→選択肢：キ.  歯周病

• 【問22】あなたは次の言葉を聞いたことがありますか。
→選択肢：エ. オーラルフレイル

16



「歯と口の健康」に関する項目
• 【問37】あなたは過去１年間に歯科健診を受けましたか。
• 【問38】問37で「１．はい」を選択した方のみお答えください。
歯科健診を受けた理由やきっかけを教えてください。

• 【問39】「自分の歯」は何本ありますか。
• 【問40】あなたは食事のとき、なんでも噛んで食べることができ
ますか。

• 【問41】あなたは歯と口の健康のために、どのようなことをして
いますか。

• 【問42】あなたは次のうち、歯周病が関連する可能性があるもの
についてご存知ですか。知っているものを全てお選びください。

17



調査の概要

対象者 横浜市に居住している 20～69 歳の男女
20,000 人

対象者抽出
方法

住民基本台帳からの無作為抽出

調査方法 調査票を郵送し、郵送回答又はインター
ネット回答により回収

回収数 6,600 人（回収率 33％）
調査期間 令和６年１月 15 日～令和６年１月 31 日
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結果（属性）
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問２ あなたの性別をお選びください。

45.5%
53.7%

0.9%
回答者の性別

N=6,587
男性 女性 回答しない
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問３ あなたの年齢をご記入ください。
（令和５年12月１日時点）

10.8%

14.4%

21.5%28.4%

24.9%

回答者の年代
N=6,600

20歳代 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代
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問２ 性別 × 問３ 年代

11.2%

10.5%

14.3%

10.9%

13.9%

14.8%

17.9%

14.4%

21.1%

21.8%

21.4%

21.5%

28.5%

28.1%

39.3%

28.4%

25.3%

24.8%

7.1%

24.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(n=2,995)

女性(n=3,536)

回答しない(n=56)

合計

性別 × 年代 N=6,587  p=0.125
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

有意差なし
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結果
歯・口腔に関する選択肢が

含まれている項目
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問８ あなたが健康において、最も気を付けてい
ることは何ですか。

35.7%

4.4%
4.3%

1.9%13.4%

19.7%

11.2%

0.6%
8.7%

健康において最も気を付けていること
N=5,685

食事
口腔ケア
タバコを吸わない、やめた
飲酒をしない、量を減らす
運動を継続する
睡眠
定期的な健診受診
その他
何も実施していない

24



問14 次にあげる健康づくりに関する情報のう
ち、あなたが知りたいと思う情報は何ですか。

47.5%
46.8%
46.7%

29.0%
28.8%

19.2%
12.6%

8.8%
7.3%

4.6%
3.1%
3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

質のよい睡眠を得るための工夫
自身にあった運動の種類や方法

食事や栄養の知識・工夫
腰痛の予防方法
歯と口の健康

更年期の症状との付き合い方
転びにくい/骨折しにくい体づくり

特に知りたいと思わない
飲酒習慣が健康に及ぼす影響
ヒートショックの予防方法

禁煙の方法
その他

知りたいと思う健康づくり情報（複数回答）N=6,600
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問16 あなたはこれまでに、次の病気と診断され
たことがありますか。→キ 歯周病

21.3%

78.7%

歯周病の診断有無 N=6,365

診断されたことがある 診断されたことがない

R5新規
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問22 あなたは次の言葉を聞いたことがあります
か。（ウ）フレイル （エ）オーラルフレイル

13.0%

13.5%

73.4%

オーラルフレイルの認知度 N=6,514
言葉を聞いたことがあり、意味も知っている
言葉は知っていたが、意味は知らない
言葉も意味も知らない

18.4%

13.0%
68.6%

フレイルの認知度 N=6,525
言葉を聞いたことがあり、意味も知っている
言葉は知っていたが、意味は知らない
言葉も意味も知らない

31.4％
26.6％※

※「言葉を聞いたことがあり、意味も
知っている」と「言葉は知っていた
が、意味は知らない」を足し合わせた
後に、小数点２桁を四捨五入

20代～60代における
「オーラルフレイル」の
言葉を知っている者の割合
目標値（R14）：20％
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問22（エ） オーラルフレイルの認知度×性別

8.0%

17.4%

13.1%

11.0%

15.7%

13.6%

80.9%

66.9%

73.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(n=2,960)

女性(n=3,486)

全体

オーラルフレイルの認知度×男女別 N=6,446  p＜0.05

言葉を聞いたことがあり、意味も知っている 言葉は知っていたが、意味は知らない 言葉も意味も知らない

有意差あり

19.1％

33.1％
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問22（エ） オーラルフレイルの認知度×年代
有意差あり

8.4%

7.6%

9.9%

15.1%

18.8%

13.0%

8.1%

8.2%

12.7%

15.5%

17.6%

13.5%

83.5%

84.2%

77.4%

69.4%

63.6%

73.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代(n=714)

30歳代(n=948)

40歳代(n=1,410)

50歳代(n=1,847)

60歳代(n=1,595)

合計

オーラルフレイルの認知度×年代 N=6,514  p＜0.05
言葉を聞いたことがあり、意味も知っている 言葉は知っていたが、意味は知らない
言葉も意味も知らない
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問22（エ） オーラルフレイルの認知度 ×
年代 × 性別

有意差あり

4.8%

6.5%

7.3%

8.3%

10.5%

8.0%

8.1%

8.2%

10.0%

11.4%

14.5%

11.0%

87.1%

85.2%

82.7%

80.3%

75.0%

80.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(n=333)

30歳代(n=413)

40歳代(n=631)

50歳代(n=843)

60歳代(n=740)

合計

オーラルフレイルの認知度×年代（男性）
N=2,960   p＜0.05

言葉を聞いたことがあり、意味も知っている
言葉は知っていたが、意味は知らない
言葉も意味も知らない

11.6%

8.4%

12.3%

21.0%

26.1%

17.4%

7.5%

8.3%

15.0%

19.2%

20.4%

15.7%

80.9%

83.3%

72.7%

59.8%

53.5%

66.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(n=372)

30歳代(n=521)

40歳代(n=766)

50歳代(n=979)

60歳代(n=848)

合計

オーラルフレイルの認知度×年代（女性）
N=3,486   p＜0.05

言葉を聞いたことがあり、意味も知っている
言葉は知っていたが、意味は知らない
言葉も意味も知らない

有意差あり
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結果
「歯と口の健康」に関する項目
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問37 過去1年間に歯科健診を受けましたか

65.3%

34.7%

過去１年間に歯科健診を受けましたか
N=6,584

はい いいえ

『20代～60代における過去１年間
に歯科健診を受けた者の割合』
目標値（R14）：55％
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問37 過去1年間に歯科健診を受けたか ×性別

59.0%

70.8%

65.4%

41.0%

29.2%

34.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(n=2,990)

女性(n=3,525)

合計

過去１年間に歯科健診を受けたか×男女別 N=6,515  p＜0.05
はい いいえ

有意差あり
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問37 過去1年間に歯科健診を受けたか ×年代

56.1%

64.7%

64.0%

65.5%

70.6%

65.3%

43.9%

35.3%

36.0%

34.5%

29.4%

34.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代(n=716)

30歳代(n=951)

40歳代(n=1,413)

50歳代(n=1,870)

60歳代(n=1,634)

合計

過去１年間に歯科健診を受けたか×年代 N=6,584  p＜0.05
はい いいえ

有意差あり
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問37 過去1年間に歯科健診を受けたか ×年代・性別

51.2%

56.5%

58.0%

57.8%

66.0%

59.0%

48.8%

43.5%

42.0%

42.2%

34.0%

41.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(n=334)

30歳代(n=416)

40歳代(n=631)

50歳代(n=854)

60歳代(n=755)

合計

過去１年間に歯科健診を受けたか（男性）
N=2,990 p＜0.05

はい いいえ 有意差あり

60.6%

71.8%

69.1%

72.0%

74.8%

70.8%

39.4%

28.2%

30.9%

28.0%

25.2%

29.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代(n=373)

30歳代(n=521)

40歳代(n=769)

50歳代(n=990)

60歳代(n=872)

合計

過去1年間に歯科健診を受けたか（女性）
N=3,525   p＜0.05

はい いいえ有意差あり
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問38 問37で「１．はい」を選択した方のみお答えください。
歯科健診を受けた理由やきっかけを教えてください。

70.7%
25.1%

19.9%
10.7%

4.3%
3.9%

2.6%
1.1%
0.9%
0.6%

0% 20% 40% 60%

むし歯や歯周病の予防をしたい
歯や口の困りごとがある
歯科医院から勧められた

歯の色や歯ならびを綺麗にしたい
家族から勧められた

その他
会社や学校の定期健診で勧められた

歯科医院以外の医療機関等で勧められた
特定健診・特定保健指導で勧められた

友人・知人から勧められた

歯科健診を受けた理由やきっかけ（複数回答）N=4,300

R5新規
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問39 「自分の歯」は何本ありますか
20本以上 / 24本以上

93.9% 6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

割合（％）

「自分の歯」は何本ありますか

20本以上 19本以下

87.3% 12.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

割合（％）

24本以上 23本以下
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問39 歯の数（20本以上/19本以下） × 性別

92.7%

94.9%

93.9%

7.3%

5.1%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(n=2,935)

女性(n=3,460)

合計

自分の歯の本数 × 男女別 N=6,395   p＜0.05
20本以上 19本以下

有意差あり
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問39 歯の数（20本以上/19本以下） × 年代別
有意差あり

99.9%

99.5%

97.6%

94.2%

84.6%

93.9%

0.1%

0.5%

2.4%

5.8%

15.4%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代(n=708)

30歳代(n=933)

40歳代(n=1,392)

50歳代(n=1,831)

60歳代(n=1,597)

合計

自分の歯の本数×年代別 N=6,461   p＜0.05
20本以上 19本以下
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問40 食事のとき、なんでも噛んで食べることができるか ×
男女別

有意差あり

71.5%

76.5%

74.2%

21.4%

19.5%

20.3%

6.4%

3.7%

5.0%

0.7%

0.3%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(n=2,987)

女性(n=3,521)

合計

なんでも嚙んで食べることができる×男女別 N=6,508   p＜0.05
できている まあまあできている あまりできていない できていない
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問40 食事のとき、なんでも噛んで食べることができるか ×
年代別

有意差あり

79.8%

78.5%

78.4%

72.4%

67.9%

74.3%

15.4%

15.7%

17.5%

22.2%

25.5%

20.3%

4.2%

5.3%

3.7%

5.0%

6.1%

5.0%

0.6%

0.5%

0.4%

0.4%

0.6%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代(n=714)

30歳代(n=950)

40歳代(n=1,414)

50歳代(n=1,869)

60歳代(n=1,630)

合計

なんでも噛んで食べることができる×年代別 N=6,577    p＜0.05
できている まあまあできている あまりできていない できていない

41



問41 歯と口の健康のためにしていること（複数回答可）

61.3%
57.8%

42.6%
42.3%

23.7%
10.2%

7.4%
3.7%

1.1%
1.6%

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7

丁寧に時間をかけて歯磨きしている
歯間ブラシ・フロス・糸（付）ようじなどを使用している

かかりつけの歯科医院を決めている
定期的な歯科健診や歯垢除去等を行っている

よく噛んで食べるようにしている
食べ物に気を付けている

何もしていない
健口体操（口や舌の体操）を行っている

唾液腺マッサージを行っている
その他

歯と口の健康のために、どのようなことをしていますか
（複数回答）N=6,600
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問41 歯と口の健康のためにしていること（複数回答可） × 男女別

56.4%

47.3%

34.0%

33.5%

21.2%

9.1%

11.5%

1.6%

0.5%

2.0%

65.2%

66.7%

50.0%

49.9%

25.9%

11.1%

4.0%

5.4%

1.7%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

丁寧に時間をかけて歯磨きしている

歯間ブラシ・フロス・糸（付）ようじなどを使用している

かかりつけの歯科医院を決めている

定期的な歯科健診や歯垢除去等を行っている

よく噛んで食べるようにしている

食べ物に気を付けている

何もしていない

健口体操（口や舌の体操）を行っている

唾液腺マッサージを行っている

その他

男性（N=2,995） 女性（N=3,536）
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問41 歯と口の健康のためにしていること（複数回答可） ×
年代別（20歳代）

65.2%

40.6%

22.9%

25.6%

27.9%

7.5%

9.9%

3.1%

0.4%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

丁寧に時間をかけて歯磨きしている

歯間ブラシ・フロス・糸（付）ようじなどを使用している

かかりつけの歯科医院を決めている

定期的な歯科健診や歯垢除去等を行っている

よく噛んで食べるようにしている

食べ物に気を付けている

何もしていない

健口体操（口や舌の体操）を行っている

唾液腺マッサージを行っている

その他

歯と口の健康のためにしていること（20歳代）（複数回答）N＝716
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問41 歯と口の健康のためにしていること（複数回答可） ×
年代別（30歳代）

62.9%
52.1%

32.4%
38.6%

22.0%
8.7%
8.9%

2.9%
0.4%
1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

丁寧に時間をかけて歯磨きしている
歯間ブラシ・フロス・糸（付）ようじなどを使用している

かかりつけの歯科医院を決めている
定期的な歯科健診や歯垢除去等を行っている

よく噛んで食べるようにしている
食べ物に気を付けている

何もしていない
健口体操（口や舌の体操）を行っている

唾液腺マッサージを行っている
その他

歯と口の健康のためにしていること（30歳代）（複数回答）N＝952
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問41 歯と口の健康のためにしていること（複数回答可） ×
年代別（40歳代）

57.7%
58.4%

39.4%
42.7%

19.7%
8.5%
8.7%

2.8%
0.9%
1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

丁寧に時間をかけて歯磨きしている
歯間ブラシ・フロス・糸（付）ようじなどを使用している

かかりつけの歯科医院を決めている
定期的な歯科健診や歯垢除去等を行っている

よく噛んで食べるようにしている
食べ物に気を付けている

何もしていない
健口体操（口や舌の体操）を行っている

唾液腺マッサージを行っている
その他

歯と口の健康のためにしていること（40歳代）（複数回答）N＝1,418
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問41 歯と口の健康のためにしていること（複数回答可） ×
年代別（50歳代）

60.8%
60.5%

46.8%
44.0%

23.1%
11.4%

7.0%
3.8%

1.7%
2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

丁寧に時間をかけて歯磨きしている
歯間ブラシ・フロス・糸（付）ようじなどを使用している

かかりつけの歯科医院を決めている
定期的な歯科健診や歯垢除去等を行っている

よく噛んで食べるようにしている
食べ物に気を付けている

何もしていない
健口体操（口や舌の体操）を行っている

唾液腺マッサージを行っている
その他

歯と口の健康のためにしていること（50歳代）（複数回答）N＝1,873
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問41 歯と口の健康のためにしていること（複数回答可） ×
年代別（60歳代）

62.3%

64.9%

55.1%

49.4%

27.1%

12.3%

4.9%

4.9%

1.4%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

丁寧に時間をかけて歯磨きしている

歯間ブラシ・フロス・糸（付）ようじなどを使用している

かかりつけの歯科医院を決めている

定期的な歯科健診や歯垢除去等を行っている

よく噛んで食べるようにしている

食べ物に気を付けている

何もしていない

健口体操（口や舌の体操）を行っている

唾液腺マッサージを行っている

その他

歯と口の健康のためにしていること（60歳代）（複数回答）N＝1,641

48



問42 歯周病が関連する可能性があると知っているもの
（複数回答可）

43.3%

38.0%

22.0%

18.4%

17.2%

17.0%

16.3%

10.5%

9.5%

0 0.05 0.1 0.15 0.2 0.25 0.3 0.35 0.4 0.45 0.5

知っているものはない

糖尿病

心筋梗塞

肺炎

肥満

脳梗塞

動脈硬化

がん

早産・低出生体重児出産

歯周病が関連する可能性があると知っているもの（複数回答）N=6,600
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問42 歯周病が関連する可能性があると知っているもの
（複数回答可） × 男女別

52.7%

31.0%

18.5%

12.2%

16.6%

15.3%

14.8%

9.6%

2.9%

35.3%

43.8%

24.9%

23.6%

17.8%

18.5%

17.6%

11.1%

15.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

知っているものはない

糖尿病

心筋梗塞

肺炎

肥満

脳梗塞

動脈硬化

がん

早産・低出生体重児出産

男性（N=2,995） 女性（N=3,536）
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令和６年度 障害児・者に向けた歯科口腔保健に関する取組について

１ 障害児・者および支援者に向けた取組 

（１）障害児・者の歯科口腔保健推進事業

ア 概要

障害児・者および支援者に対し、歯科口腔保健の重要性を啓発するため、むし歯

や歯周病の予防等に関する健康教育を実施しています。 

イ 対象者

市内障害者通所施設利用者や区生活教室参加者等

ウ 実施場所

市内障害者通所施設等、各区福祉保健センター

エ 実績（過年度）

令和３年度 令和４年度 令和５年度

実施回数 18回 54回 45回

（２）障害者施設で働く看護師のための巡回相談及び研修事業

ア 概要

障害者施設で働く看護師・支援員等の支援技術向上のため、医師等の専門職が施

設利用者の食事状況を評価しての助言や、摂食嚥下や口腔機能管理についての研修

を実施し、グループワーク等を通じて施設間の意見交換や情報共有を行っています。 

イ 対象者

障害者施設で働く看護師・支援員等

ウ 実施場所

社会福祉法人型地域活動ホーム、機能強化型地域活動ホーム、横浜市多機能型拠点

エ 実績（過年度）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

巡回相談 実施件数 ０件 ５件 11件 

研修 実施回数 Youtubeによる動画配信 １回 １回 

※令和３年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、巡回相談及び集合型の研修を見合わせた。

資料６ 
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２ 本市職員の人材育成 

本市に勤務する歯科専門職が、障害児・者に対する歯科口腔保健に関する取組を推進し

ていくため、人材育成を行っています。 

（１）研修会の開催

障害児・者の歯科口腔保健及び歯科医療の専門家を講師に招き「障害児者の特性に応

じたコミュニケーション・口腔ケア」をテーマにした研修会を開催しました。 

研修会では、代表的な障害・疾患にみられる口腔の特徴と留意点や、安全確保のため

の準備、対象者に応じた清掃用具の選択等について学び、口腔ケアの実習を行いました。 

（２）臨床現場の見学

横浜市歯科保健医療センターの協力を得て、歯科医療および歯科衛生指導の現場を見

学し、疾患・障害・個人の特性に配慮した障害児・者及び介助者への接遇等を学びまし

た。 

（３）障害児・者の歯科口腔保健推進事業に関する実務検討

障害児・者の歯科口腔保健事業に関して、各区で実施する健康教育の平準化を図るた

め、手順や留意点の確認や、グループワークを通じた課題の共有等の実務検討を行いま

した。検討結果をとりまとめ、各区で健康教育を実施する際の手引きとして活用してい

きます。 

56



令和６年度 青年期に向けた歯科口腔保健に関する取組について

１ 大学・専修学校と連携した取組 

（１）アンケート

ア 概要

・ 大学・専修学校における歯科口腔保健に関するニーズを把握し、事業の企画立案

の基礎資料とするため、市内大学・専修学校及び、大学・専修学校に通う学生に

アンケートを実施しました。（大学 14校、専修学校 21校より回答）

イ 主な調査内容

・ 歯科口腔保健に関する啓発の協力可否について

・ 学生の行動や、歯科口腔保健に関する意識について（よくみる SNS、定期歯科健

診の受診状況、口に関することで気になること等）

（２）イベントにおける啓発

市内大学の大学祭等において、歯科口腔保健に関する啓発を行いました。

当日はお口の健康チェックや、ブラッシングアドバイス、パネル展示等を行い、幅広

い年齢層の方が参加されました。 

【当日の様子】 

２ 青年期に向けた「歯と口の健康」啓発動画の制作 

青年期に向けて、歯と口の健康に関して興味を持っていただくきっかけとするための啓

発動画を制作しました。今後は、動画広告を利用した配信や、特定のユーザー層（青年期）

に配信されるターゲティング広告を利用した周知を行います。 

（１）リポート編 （２）漫才編

資料７ 

 

57






	資料１
	資料２
	資料３-１
	資料３-２
	資料４
	資料５-１
	資料５-２
	資料６
	資料７
	追加資料



